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1. はじめに 

横浜市では南北 2 か所の汚泥資源化センターで汚泥の集約処理を行っており、南部汚泥資源化センター

（以下、南セとする）では南部方面 6 か所の水再生センターで発生する汚泥を処理している。汚泥処理工

程では窒素・りん負荷の高い分離液（濃縮分離液および脱水分離液）が生じ、未処理のまま水再生センタ

ーへ送水すると下水処理に支障をきたすため、平成 2 年より金沢水再生センター内の返流水処理施設（以

下、旧施設とする）で分離液の処理を行い、負荷が下がった処理水を一般下水に混合する方式をとってき

た。しかし、処理の悪化で送水先の金沢水再生センターの水処理に影響を与えることなどから、平成 22

年 7 月より南部汚泥資源化センター内に新たな分離液処理施設（以下、新施設とする）を稼働し、同年 11

月より新施設にて全量処理を開始した。 

 新施設では国内でほとんど例のない修正 Bardenpho 法による処理を行い、発生した余剰汚泥を分離液

汚泥脱水機で直接脱水するという特徴をもつ。高濃度のりんを蓄積する余剰汚泥を直接脱水することでり

んを効率良く系外に排除でき、汚泥処理系でのりんの循環量を低減することができると考えられる。そこ

で、今回は新施設稼働前後でりん等の収支を比較し、直接脱水の効果を調べることを目的とした。 

 

2. 分離液汚泥脱水機について 

分離液汚泥脱水機は新施設で発生した余剰汚泥のみを直接

脱水する（図－1）。処理量は 1 基あたり 40 m3/h で 3 基設置

されているが、脱水ケーキを焼却炉へ移送する量に制約がある

ため、脱水機への汚泥供給量は最大 1,200 m3/日程度としてい

る。なお、脱水工程で生じた分離液は再び新施設に送水される。 

3. 調査期間と方法 

対象期間は新施設稼働前を平成 21 年 4 月から平成 22 年 6

月、稼働後を平成 22 年 11 月から平成 23 年 8 月とした。処理

量は各対象期間の日平均値とし、新施設、旧施設、分離液汚泥、

水再生センター流入下水・処理水は週 1～2 回の分析結果平均

値を、その他の試料については汚泥精密試験の分析結果平均値

を用いた。 

4. 結果と考察 

4－1 分離液汚泥、消化汚泥の性状 

分離液汚泥と消化汚泥の分析結果を表－1 に示した。分離液汚泥脱水機に供給される余剰汚泥の固形物

分は 0.88%と消化汚泥に比べ低いが、脱水ケーキはどちらも 19%であり、問題なく分離液余剰汚泥の処理

を行うことができている。 

図－1 分離液処理施設稼働後の南部汚泥 
資源化センターの処理工程 
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表－1 分離液汚泥、消化汚泥の性状 TS を用いて求めた汚泥固形物中

のりん含有率は、分離液余剰汚泥が

3.6%、消化汚泥が 2.1%、分離液初

沈汚泥が 1.7%と余剰汚泥中にりん

が多く含まれており、脱水ケーキの

りん濃度においても余剰汚泥の方

が消化汚泥に比べ約 1.7 倍高かった。

分離液余剰汚泥は消化タンクを通

らないことからアンモニア性窒素

やりん酸態りんの溶出が少なく、直

接脱水で発生した脱水分離液の窒

素・りんは消化汚泥の分離液に比べ低いことが確認できる。 

4－2 新施設稼働前後の固形物・窒素・りん収支 

 新施設稼働前と稼働後の固形物、

窒素、りん収支の比率を図－2 に

示した。処理施設に流入する濃縮

分離液および脱水分離液を基準と

し、稼働前は初沈流入水を 100%、

稼働後は初沈流入水と分配槽投入

水の合計量を 100%とした。 

新施設稼働前は、処理水として

流入の 1%の固形物量、17%の全

窒素量、30%の全りん量が金沢水

処理系へ、初沈汚泥と余剰汚泥を

合わせた 113%の固形物量、71%

の全りん量が金沢調整タンクへ送

られていた。一方、稼働後は、処

理水として流入の 1%の固形物量、

8%の全窒素量、16%の全りん量が金沢水処理系へ送られるが、初沈汚泥および余剰汚泥は稼働前とは異な

り金沢へは送られず、初沈汚泥は南セ受泥槽へ、余剰汚泥は直接脱水されることで 52%の固形物量、15%

の全窒素量、45%の全りん量が系外へ排出（焼却）される。稼働後の直接脱水や処理水質の向上により金

沢水処理系の窒素・りん負荷が低下し、さらに南セ汚泥処理系における負荷も低下していることが推測さ

れる。 

4－3 金沢水再生センター・南部汚泥資源化センターにおけるりん収支 

新施設の稼働によって金沢および南セのりん負荷にどのような変化が生じたか見るため、稼働前と稼働

後で全りん量の比較を行った（図－3）。 

稼働後の直接脱水によって、南セ受泥槽に入る全りん量の約 15%にあたる 250 kg/日（分離液脱水ケー

キ分）が系外に排出され、稼働前に 420 kg/日（初沈・余剰汚泥分）であった金沢調整タンクへのりん負

荷はなくなった。稼働後は金沢水処理系や南セ汚泥処理系の多くの箇所でりん負荷が低下し、金沢から南
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11770 9500 11580
100 16 1
100 62 17
100 56 30

固形物量 12700
全窒素量 3640
全りん量 590

※1 濃縮・脱水分離液の混合液を投入
※2 濃縮分離液または濃縮・脱水分離液
　　　の混合液を投入
※3 初沈スカムスキマー排出水を含む
※4 脱水分離液のみを投入
※5 処理量の単位は t/日

10020 8530 9610
99 47 1
68 53 8
83 58 16

固形物量 14000
全窒素量 3470
全りん量 570

データなし 38
1 52
1 15
9 45

処理水

最初
沈殿池

反応
タンク

最終
沈殿池

初沈汚泥 消泡水 余剰汚泥
670

44 1 27

84 0 29
38 1 データなし

新施設
稼働前

新施設
稼働後

初沈流入水※1 初沈流出水

受泥槽 分離液貯留槽

2270 2750

全窒素量：施設流入水に対する比率（%）
全りん量：施設流入水に対する比率（%）

初沈流入水

単位：kg/日

単位：kg/日

初沈流入水・
分配槽投入水

25
16
5417

分離液
汚泥

脱水機

52 1

反応
タンク

分配槽

初沈汚泥※3 分配槽投入水※4
1490 2020

15 32

脱水分離液

　　　　　　　処理量
固形物量：施設流入水に対する比率（%）

初沈流入水※2

分離液脱水
ケーキ※5

初沈流出水

最初
沈殿池

AT流入水

最終
沈殿池

余剰汚泥
940
53

反応
タンク

10550
48
85
75

金沢

水再生

センター

金沢調整

タンク

分離液

貯留槽

（m3/日）

分離液

貯留槽

焼却炉

金沢

水再生

センター

分離液

貯留槽

図－2 新施設稼働前後の固形物・窒素・りん収支 



セへ送られる調整汚泥の全り

ん量は半減した。供給汚泥や

消化汚泥の全りん量の変化か

ら、南セでのりん負荷が稼働

後に低下したことがわかり、

直接脱水によるりんの系外へ

の排出によって系内のりん循

環量が減少したと考えられる。 

新施設では、分離液汚泥脱

水機で生じる脱水分離液など

の影響により流入する全りん

量に稼働前後でほとんど差が

なかったが、処理水の全りん

量は半減し、金沢へのりん負

荷が低下したことがわかった。

新施設の運転において、余剰

汚泥にりんを多く移行させ処

理水のりんを下げることが直

接脱水の効果を上げ、金沢へ

の負荷を低下させるために重

要だといえる。 

金沢では、調整タンクへの

りん負荷が低下したことで調

整タンク分離液の全りん量が減り、下水処理系へ

の流入負荷も低下した。新施設稼働後の金沢処理

水の全りん量は稼働前の約 6 割となり、水処理が

向上していることがわかった。 

金沢・南セ処理系全体において、新施設稼働前

後でのりん流入量・排出量を比較すると（図－4）、

稼働前後や流入量・排出量間で大きな差はなく、

稼働後に脱水ケーキの排出で増加した分が金沢

処理水で減少した分となり、直接脱水が金沢の水

処理向上に寄与していることがわかった。 

5. まとめ 

・分離液汚泥脱水機で高濃度のりんを含んだ余剰汚泥を直接脱水することで消化汚泥の脱水よりもりん含

有率の高いケーキが生成した。 

・余剰汚泥を直接脱水することで、新施設流入水に対して 52%の固形物、15%の窒素、45%のりんを系外

へ除去することができた。 

・直接脱水によって系外にりんが排出されることで系内のりん循環量が減り、南セ・金沢のりん負荷が低

下した。また、直接脱水は金沢における水処理向上の要因の一つとなっている。 
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図－4 金沢・南セへのりん流入量と 
金沢・南セからのりん排出量

図－3 金沢・南セにおける新施設稼働前・稼働後のりん収支
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